
とりでファミリー・サポート・ 

センターだより 

 

 
 

 

 

暑い夏も過ぎ、過ごしやすい季節になりました。 

会員の皆様には日頃よりセンター運営にご理解とご協力を頂き、深く感謝しております。 

後期は、研修会や講習会を予定しておりますので、是非ご参加ください。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

サポーター基礎研修会のお知らせ 
※新規会員・未受講者が対象になりますが、再受講も可能です。 

 

●日時   １０月２８日（木） 9：00～12：00 

新型コロナウイルスの影響で、中止になることもあります。 

●場所   福祉交流センター ２階会議室 A・B 

●持ち物  筆記用具・飲み物 

●お申込み先  とりでファミリーサポートセンター   

☎７４－２０８８ 

 

≪研修内容≫ 

ファミサポ活動の紹介（DVD）、基礎研修テキストに沿って活動シミュレーションや活動報告

書の書き方、サポート料の計算方法など、サポートの基礎となる研修です。 

また、保育所の所長さんから、保育所でのお子さんの様子やかかわり方など、サポート活動に

参考になる講話があります。 

 

※お申し込みをお待ちしております。 

また、対象の会員さんにはセンターより連絡をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第７０号 
令和３年１０月号 

とりでファミリー・サポート・センター 

〒302-0021 取手市寺田 5144-3 

Tel 0297-74-2088  Fax 73-7179 

開設時間 月～金 9：00～16：00 

URL:http//www.toride-shakyo.or.jp 

会報は毎年4月と10月に

郵送しておりますが、取手市社会福

祉協議会のホームページでもご覧

になれます。 

カラー版になっておりますので、 

是非ご覧ください。 

ギャラリーロードに 

展示します 

日時：10 月 6 日（水）～13 日（水） 

場所：取手駅東西連絡道 

総合ボランティアセンターの展示に 

ファミリーサポートセンターも参加します。 

お近くにお出かけの際はご覧ください。 
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5 月 20 日、9月 30 日の救命法講習会は、中止になりました。 

救命法講習会 

※新規会員・未受講の方は、ご参加ください。 

基礎研修・救命法講習会は、協力会員として必修項目になっています。 

 

幼児と乳児を対象にした、普通救命講習Ⅲです。 

 

●日時   １１月２５日（木） 受付 9：１５～９：３０ 講習 9：３０～１２：３０ 

新型コロナウイルスの影響で、中止になることもあります。 

●場所   取手消防署  動きやすい服装でご参加ください。 

  講習会終了後、救命講習修了証が交付されます。 

 

 

お正月のお飾りにいかがですか 

しめ縄飾り講習会のお誘い 
 

 

●日時   １２月 ７日（火） １０：００～１２：００  

新型コロナウイルスの影響で、中止になることもあります。 

●場所   福祉交流センター コミュニティルーム  先着１０名 

●材料費  １，０００円 （当日、徴収いたします） 

●講師   根本 雅子 先生 

 

 

 

◆ 上記講習会のお申込み先  とりでファミリーサポートセンター 

☎７４－２０８８   お待ちしております。 

         

ある日の活動報告   ～ 協力会員（サポーター）さんより ～ 

◆３歳の女の子 保育園お迎えと自宅での預かり◆ 

夕食にウインナー炒めを出すと、大嫌い！！ でも 4 本完食しました。 

いつものウインナーだったけど、切り方の問題だったようです。 

◆4歳の男の子 保育園お迎え◆ 

マンションの前を通るたびに、「１００階に住みたい！」と言ってます。 

◆３歳の女の子 保育園お迎えと自宅での預かり◆ 

遊んであげるではなく、私も本当に楽しくて、一緒に遊んでしまいます。帰りがけに「また遊ぼうね」と。 

嬉しいです。 

心温まるサポート、いつもありがとうございます。 



    令和 3 年度 活動報告   6 月 24 日 ブレインジム講習会 

                                   講師：貝塚奈緒美先生 

    

ブレインジムとはシンプルな運動を通して、脳と心と身体をつなげる教育プログラムです。 

   社会人のメンタルケア、高齢者や障害がある方、スポーツの運動技能向上など、すべての 

   年代の方に幅広く活用されております。無理なくできる簡単な運動とポーズで、短時間でも 

心身のバランスを取ることができます。 

                                                        ブレインジムが役立つこと 

                                         〇精神機能 

                                         〇記憶力 集中力 

                                         〇コミュニケーション 

                                         〇視覚 聴覚 

                                         〇身体の協調と動きやすさ 

                                         〇やる気を引き出す 

                                         〇自立 自主性 

                                         〇運動パフォーマンス 

                                         〇表現力 

 

 

 

 

 

      講習会はブレインジムならではの身体を楽にする、気持ちを穏やかにするといった動きで 

      脳全体が活性し、脳と心と身体をバランスよく楽に使えるようになるなど、短い時間では 

ありましたが貝塚先生にご指導いただき、とても貴重な時間を過ごせました。 

      参加された会員さんからも『とても楽しかったです』 『またブレインジムの講習を 

受けてみたい』との感想がありました。                  

       

      

 

    ブレインジムサークルは、 

毎月第三水曜日に取手福祉交流センターで 

開催。どなたでも参加可能です。 

詳しくは下記まで、お問い合わせください。 

 

社会福祉協議会 

ボランティアセンター 

          ☎ 74－9110まで  

 

 

 



センターの開所時間内に電話連絡が難しい方にはメールが便利です。 

右記アドレスへご連絡ください。     toride.f.s.c@docomo.ne.jp 

 

 

 

♦定期的にサポートを受けている会員さんは、月末には翌月の依頼日をセンターに連絡してください。 

 また、依頼やキャンセルを協力会員に直接伝えた場合も、忘れずにセンターに連絡してください。 

 センターが把握していないサポート活動には、助成金や補償保険が適用になりません。 

 

♦助成金の申請はできるだけ毎月 10 日までの提出をお願いします。申請書は社会福祉協議会のホームペ

ージよりダウンロードできます。助成金は 30 分単位で申請できますが、キャンセル分は対象外です。 

 申請の年度締め切りは 4 月 2 日消印有効で、年度をまたいだ申請はできませんのでご注意下さい。 

 

 

 

♦お預かりするお子さんに、発熱などの症状があるにもかかわらず、連絡が不十分でお迎えに行ってしま

った場合、預かりをお断りすることが出来ます。（保育施設では保護者が迎えに来るまで待ってくれま

す。）その場合、活動報告書は当日キャンセル扱いにしてください。 

 

♦活動報告書は月締めで、翌月の 5 日までにセンターへ提出してください。郵送の他、戸頭窓口・福祉会

館受付・駅前窓口（リボンとりで３F）・社協藤代支所にも提出可能です。 

 

♦自家用車でのサポート活動は、社協の移送サービスに準じて 75 歳までとなっています。ただし、協力

会員としては年齢制限を設けておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予防対策のお願い 

完全な終息にはまだ時間が必要と思われます。 

会員の皆様には改めて感染予防対策の徹底をお願い致します。 

☆新型コロナウイルス感染症により、お子さんが通われている学校や保育施設が 

休校・休園の時は、速やかにセンターにご連絡をお願い致します。 

利用会員さんへ 

へ 

協力会員さんへ 

へ 

在宅福祉サービスをご存じですか？ 

社会福祉協議会では、産前・産後（前後

各８週間）の家事援助サービスを行って

います。 問い合わせ先  ℡ 72-3131 

協力会員さんが不足しています 

 

ご近所の方やサークルのお友達など、お知り合

いの方で協力会員になっていただけそうな方

がいましたら、ぜひお声かけください。 

利用会員さんで、両方会員としてサポートでき

る方、センターまでご連絡ください。また、お

友達同士で両方会員となり、お互いに専属のサ

ポーターとして支え合うこともできます。 


